
 

 2026年 8月 28日 

株式会社リミックスポイント  

 

 

 株式会社リミックスポイント（証券コード： 3825、本社：東京都港区、代表取締役社長  

CEO：高橋由彦、以下「当社」）は、本日公表いたしました一連の適時開示について、今回

の経営判断の目的及び当社の今後の成長戦略を、株主・投資家の皆様により分かりやすく

お伝えするため、その概要を以下のとおりお知らせいたします。  

 今回の一連の施策は、単なる電力小売事業の売却ではなく、同事業に伴う資金需要の変

動リスクを当社から切り離すとともに、同事業の成長による経済的利益を一定期間享受し

ながら、創出される財務余力及び経営資源を蓄電ソリューション事業等の成長領域へ重点

的に配分する、事業ポートフォリオの戦略的な再構築と位置付けております。  

 

1. 電力小売事業に係る資金変動リスクの切り離し  

これに伴い、電力調達を含む株式会社リミックスでんきの事業運営に必要となる新

たな運転資金について、当社が負担する必要はなくなります。  

 

2. 段階的な株式譲渡による財務余力の創出  

今回の同社株式 51％の譲渡に係る基準譲渡価額は 51 億円です。  

また、当社が継続保有する 49％については、今後 3 年間にわたり 16％、16％、17％

と段階的に譲渡する権利を有しております。  

現時点において両社間で協議している事業計画が想定どおり進捗した場合、残存

49％の譲渡に伴う入金額は合計約 89 億円となり、今回の 51％譲渡分と合わせた入金総

額は約 140 億円となる想定です。  

 

3. 49％保有期間中も事業成長による利益を享受  

本件株式譲渡後も、当社は株式会社リミックスでんき株式の 49％を継続保有します。 

その期間中は、持分法による投資損益を通じて同社の事業成長による利益を取り込

むことが可能です。  

また、残存 49％の各回の譲渡価額には同社の各年度の業績実績等が反映される設計

となっていることから、当社は新たな運転資金負担を負うことなく、49％保有期間中の

利益を享受しながら、その後の事業成長の成果についても段階的な株式譲渡対価に反

映し得る仕組みとなっております。  

 

4. 2027 年 3 月期の当期純利益予想を上方修正  

本件株式譲渡に伴う連結範囲の変更及び特別利益の計上等を踏まえ、 2027 年 3 月期

の親会社株主に帰属する当期純利益予想を、下記のとおり上方修正いたしました。  

  

事業ポートフォリオの再構築及び 

今後の成長戦略について 

～財務基盤の強化と成長領域への経営資源集中に向けて～ 



 

 

 前回予想：53.19 億円～114.43 億円  

 今回予想：72.08 億円～132.56 億円  

※  レンジ下限では 18.89 億円、35.5％の上方修正となります。  

 

また、1 株当たり当期純利益についても、前回予想の 36.28 円～78.06 円から、49.17

円～90.42 円へ修正しております。   

 

5. 株式の希薄化を伴わず、株式会社光通信との業務提携を実行  

当社は、株式会社光通信との資本提携として当初検討していた新株予約権の発行に

ついて、既存株主の皆様の株式価値への影響を慎重に検討した結果、実施しないことと

いたしました。  

 

6. 蓄電ソリューション事業の中期目標を上方修正  

今後の成長領域と位置付ける蓄電ソリューション事業については、足元の事業進捗

及び今後の事業展開を踏まえ、中期経営計画の数値目標を上方修正いたしました。  

2029 年 3 月期の目標は、以下のとおりです。  

 売上高  112.1 億円  →  171.2 億円（52.7％増）  

 営業利益  31.1 億円  →  44.7 億円（43.7％増）  

 

7. デジタルアセットマネジメント事業について  

当社のもう一つの主要事業であるデジタルアセットマネジメント事業についても、

足元の暗号資産市場は当社の業績計画達成に向けて良好に推移しております。  

 

8. 今後の成長戦略  

今回の一連の経営判断は、  

「事業リスクの適正化」  

「財務余力の拡大」  

「既存株主の希薄化回避」  

「成長領域への資本再配分」  

「フロー収益からストック収益への収益構造の多層化」  

を同時に進めるものです。  

 

電力小売事業の戦略的再編によって創出される資金及び財務余力を、蓄電ソリュー

ション事業をはじめとする成長領域や新たな M&A 等へ有効に活用するとともに、デジ

タルアセットマネジメント事業を含む既存事業の収益力向上にも継続して取り組んで

まいります。  

当社は、「規模の拡大」だけではなく、「資本効率」「収益性」「財務安定性」「成長性」

を重視した事業ポートフォリオを構築し、持続的な企業価値及び株主価値の向上を目

指してまいります。  

 

以上  

 

＜本件に関するお問い合せ先＞  

株式会社リミックスポイント  

 広報窓口  

mail： communication@remixpoint.co.jp  
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